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「非公開」
グループメンバーのみが投稿を閲覧できる

「公開」
メンバー以外も投稿を閲覧できる

※いずれもFacebookアカウントは必要



カレントアウェアネス
Current Awareness 

国立国会図書館カレントアウェアネスポータル http://current.ndl.go.jpm



・Facebook公式ページIAML本部

694人



IAML本部 ・Twitter公式アカウント

1,254人



・Facebook公式ページIAML本部



IAML本部・Twitter公式アカウント



・Facebook公式ページIAML本部



IAML本部

・メーリングリスト

※配布資料をご参照下さい。



・国内向けに情報提供を行う

＋
・情報交換の場を提供する（機関・個人）

＋
・国外との交流: 他国(支部)との連携等



・Facebookグループ「音楽図書館」を継続するか否か

・継続する場合、「公開」か「非公開」か

・Facebook以外のSNSの利用の可能性

・SNSを通じた他国(支部)との連携

など


